
   

                       

 
 

 

 

 

「
み
ん
な
ね 

１１
・
１６
マ
ル
障
実
現
都
民
集
会
成
功 

精
神
障
害
者
に
も
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
の
実
施
を
求
め
る
大
き
な
力
！
！ 

 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

植
松
和
光 

 

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
早
く
か
ら

会
場
の
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
に
は
参
加
者
の

姿
が
見
え
ま
し
た
。
開
会
時
間
の
午
後
１

時
に
は
都
民
の
皆
様
で
満
員
。 

会
場
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
朝
日
新
聞
社
、

共
同
通
信
社
、
福
祉
新
聞
な
ど
の
マ
ス
コ

ミ
各
社
も
取
材
に
来
て
い
ま
し
た
。
集
会

は
東
京
マ
ル
障
の
会
加
藤
真
規
子
氏
の
開

会
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

各
界
か
ら
連
帯
と
激
励
の
言
葉
！ 

来
賓
と
し
て
、
都
議
会
公
明
党
栗
林
の

り
子
議
員
、
共
産
党
都
議
団
藤
田
り
ょ
う

子
議
員
、
か
が
や
け
Ｔ
ｏ
k
ｙ
ｏ
上
田
令

子
議
員
、
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
前
都
議

会
議
員
小
松
久
子
氏
、
東
京
都
知
的
障
害

者
育
成
会
理
事
立
原
麻
理
子
氏
の
各
氏
か

ら
激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
出
席
で
き
な
か
っ
た
都

議
会
自
民
党
政
調
会
か
ら
は
、
電
話
に
よ

る
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
都
議
会

民
進
党
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し

た
。
皆
様
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
の
後
、
都
連
副
会
長
の
私
か
ら
、
こ

の
間
の
マ
ル
障
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
を
し
ま
し
た
。 

特
別
報
告
と
基
調
講
演
で
改
め
て
精
神

障
害
者
の
健
康
と
人
権
が
考
え
ら
れ
た
！ 

（
社
福
）
巣
立
ち
会
理
事
の
長
門
大
介

氏
の
特
別
報
告
は
「
精
神
疾
患
を
持
つ
人

の
余
命
は
２０
年
以
上
短
い
」
で
し
た
。  

東
大
研
究
チ
ー
ム
は
、
「
巣
立
ち
会
」
設
立

当
時
か
ら
平
成
２７
年
末
ま
で
の
２４
年
間

に
死
亡
し
た
利
用
者
を
調
査
し
ま
し
た
。

利
用
者
２
５
４
人
の
う
ち
、
４５
人
が
対
象

期
間
中
に
死
亡
し

て
お
り
、
全
員
が

統
合
失
調
症
等
の

慢
性
精
神
疾
患
を

有
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
死
亡
し
た

利
用
者
の
死
亡
時
年
齢
は
平
均
６３
歳
で
、

平
均
余
命
よ
り
２２
年
短
命
だ
っ
た
と
報
告

が
あ
り
改
め
て
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

基
調
講
演
は
杏
林
大
学
教
授
の
長
谷
川

利
夫
氏
の
「精
神
障
害
者
の
人
権
と
こ
れ
か

ら
の
精
神
保
健
医
療
福
祉
」で
し
た
。
今
年

５
月
に
起
き
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
青
年

の
措
置
入
院
か
ら
身
体
拘
束
に
よ
る
死
亡

を
例
に
現
在
の
病
院
で
は
身
体
拘
束
が
処

方
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、

外
部
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
が
ま
っ
た
く
な
い
、

可
視
化
の
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
と
指
摘
、

精
神
障
害
者
の
基
本
的
人
権
を
守
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

マ
ル
障
実
現
を
求
め
る
決
議
文
採
択
！ 

集
会
で
は
、
平
成
３０
年
度
予
算
で
実
現

す
る
よ
う
求
め
る
決

議
文
を
マ
ル
障
の
会

西
沢
光
治
氏
が
提
案
、

参
加
者
の
大
き
な
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
集
会
の
最
後
に

東
京
つ
く
し
会
眞
壁

会
長
が
力
強
い
閉
会
挨
拶
を
行
い
終
わ
り

ま
し
た
。 

早
稲
田
通
り
を
堂
々
と
パ
レ
ー
ド 

沿
道
か
ら
も
声
援
！ 

集
会
終
了
後
、
会
場
か
ら
Ｊ
Ｒ
高
田
馬

場
駅
ま
で
約
１
時
間
、
１
１
０
名
も
の
参

加
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
沿
道
の
皆

さ
ん
に
精
神
障
害
者
の
マ
ル
障
の
適
用
へ

の
理
解
を
訴
え
ま
し
た
。 

当
日
会
場
で
カ
ン
パ
は
８
８
０
０
０
円

集
ま
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
東
京
都
の
平
成
３
０
年
度 

予
算
の
査
定
が
始
ま
り
ま
す
。
予
算
を
め

ぐ
る
動
き
に
注
視 

し
て
い
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

皆
様
良
い
お
年
を 

お
迎
え
下
さ
い
。 
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メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
議
会 

第
⒖
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て 

都
連
副
会
長 

 

本
田 

道
子 

  

１１
月
５
日
（
日
）
の
午
後
か
ら
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
は
１５
周
年
の
記
念
式
典
、
２
部
に
１５
周

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

理
事
長
の
羽
藤
先
生
の
ご
挨
拶
の
中
に
協
議
会

を
立
ち
上
げ
る
に
い
た
っ
た
経
過
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
れ
に
よ
る
と
東
京
都
か
ら
の
要
請
で
と
に
か

く
相
談
を
う
け
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
、
と
い

う
こ
と
で
体
制
が
ま
だ
整
わ
な
い
段
階
か
ら
の
「
見

切
り
発
車
」
状
態
で
テ
ン
や
ワ
ン
や
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
で
は 

① 

相
談
事
業
・
・
精
神
科
救
急
、
こ
こ
ろ
の
相
談
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

女
性
相
談
、
自
殺
対
策 

 

② 

講
演
会
事
業
・
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
、 

 
 
 
 
 
 
 

研
修
会 

③ 

調
査
研
究
事
業
・
・
厚
生
科
学
研
究
、
自
治
体 

 
 
 
 
 
 

 
 

等
の
委
託
調
査 

が
主
な
事
業
と
の
こ
と
。 

 

２
部
の
シ
ン
ポ
で
は
危
機
感
を
も
っ
て
注
目
し

て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
の
基
調
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。 

・
「
精
神
保
健
福
祉
法
」
に
つ
い
て
の
問
題
点 

・
措
置
入
院
を
め
ぐ
る
問
題 

・
最
近
の
精
神
疾
患
の
疾
病
構
成
の
変
化
に
つ
い
て 

 
 
 休

憩
の
あ
と
事
例
研
究
と
な
り
東
京
つ
く
し
会

か
ら
も
副
会
長
の
植
松
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
が

医
療
者
と
家
族
と
で
は
ケ
ー
ス
の
捉
え
方
が
違
う
、

と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
検
討
会
で
し
た
。 

大
勢
の
参
加
者
が
熱
心
に
学
び
あ
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
盛
会
の
ま
ま
幕
、
と
な
り
ま
し
た 

   

東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
の
豊
島
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
現
地
調
査
に
参
加
し
て 

都
連
副
会
長 

川
﨑 

洋
子 

 
 

 

家
族
の
立
場
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

運
営
適
正
化
委
員
会
の
委
員
を
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
豊
島
区
社
協
の
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業
（
以
下
、
地
権
事
業
）
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
の
調
査
で
し
た
。
私
は
昨
年
か
ら
の
委
員
で
す
。

昨
年
は
小
金
井
社
協
の
調
査
で
し
た
が
、
初
め
て
の

こ
と
で
ほ
と
ん
ど
東
社
協
の
職
員
の
方
が
し
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
担
当
委
員
と
し
て
報

告
書
の
作
成
も
あ
り
、
か
な
り
緊
張
し
て
の
参
加
で

し
た
。 

 

地
権
事
業
と
は
、
対
象
者
は
軽
い
認
知
症
や
知
的

障
害
、
精
神
障
害
に
よ
っ
て
判
断
能
力
が
低
下
し
て

い
る
人
で
、
支
援
内
容
は
主
に
お
金
の
管
理
で
す
が

生
活
支
援
も
し
て
い
ま
す
。
費
用
は
月
額
基
本
料
金

１
０
０
０
円
で
す
。 

 

各
社
協
に
は
こ
の
事
業
の
た
め
に
専
門
員
と
生

活
支
援
員
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
員
が

必
要
に
応
じ
て
訪
問
し
て
相
談
支
援
を
し
た
り
、
生

活
費
の
引
き
出
し
な
ど
、
銀
行
へ
の
同
行
を
し
て
く

れ
ま
す
。 

 

社
協
の
地
域
性
に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
が
、
小
金

井
社
協
で
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
精
神
障
害

者
が
多
く
い
ま
し
た
が
、
豊
島
区
社
協
で
は
精
神
障

害
者
よ
り
も
多
く
は
認
知
症
の
高
齢
者
が
利
用
し

て
い
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
は
障
害
者
へ
の
周
知
が
少
な
く
、
高
齢

の
利
用
者
が
多
い
の
は
、
介
護
保
険
が
ら
み
で
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
情
報
が
あ
る
の
か
な
と
感
じ

ま
し
た
。
お
金
の
使
い
方
は
、
精
神
障
害
者
の
中
に

は
不
適
切
な
使
い
方
で
困
っ
て
い
る
人
も
少
な
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
豊
島
区
社
協
に
は
、
家
族
会
へ

の
周
知
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
の
事

業
を
知
ら
な
い
当
事
者
、
家
族
は
多
い
で
す
。
私
た

ち
家
族
会
も
学
習
会
を
開
き
、
親
亡
き
あ
と
の
お
金

の
管
理
の
支
援
者
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。 

  

２ 



「
僕
は
世
界
一
明
る
い
視
覚
障
害
者
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

松
沢 

勝 

 
成
澤
俊
輔
氏 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ
Ｄ
Ａ
理
事
長
に 

よ
る
講
演
会
の
要
約
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

講
演
会
の
テ
ー
マ
は
「
企
業
の
業
績
に
つ
な
が
る

障
碍
者
雇
用
～
人
と
企
業
の
架
け
橋
」
で
、
去
る
平

成
２９
年
９
月
２９
日
（
金
）
午
後
二
時
～
四
時
。 

練
馬
区
役
所
本
庁
舎
多
目
的
会
議
室
で
開
催
。
主

催
は
、
公
益
社
団
法
人 
練
馬
区
障
害
者
就
労
促
進

協
会
（
レ
イ
ン
ボ
ー
ワ
ー
ク
）
共
催 

練
馬
区
。 

 

同
氏
は
、
表
題
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
現
在
３２
才
。
３
才
で
網
膜
色
素
変
性
症

と
い
う
進
行
性
難
病
に
罹
り
現
在
の
視
力
は
光
を

若
干
感
じ
ら
れ
る
程
度
で
、
こ
の
ハ
ン
デ
イ
を
バ
ネ

に
大
学
在
籍
７
年
間
、
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
イ
ン
グ
会

社
で
１０
年
以
上
障
碍
者
雇
用
の
勤
務
を
通
じ
て
獲

得
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
を
生
か
し
て
障
碍
者
雇
用

の
変
革
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｆ
Ｄ
Ａ
（Fu

t
u
r
e 

D
r
e
a
m
 
Ac
h
i
e
v
em
e
n
t

）
を
設
立
。
障
害
者
総
合
支

援
法
に
よ
る
就
労
移
行
支
援
と
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
を
展
開
中
。
現
状
は
、
全
国
の
障
碍
者
の
離

職
率
は
３
年
で
７０
％
に
達
す
る
が
、
成
澤
氏
が
コ
ン

サ
ル
テ
イ
ン
グ
す
る
約
５０
社
で
は
、
こ
の
３
年
間
離

職
者
は1

割
以
下
。
日
々
５０
人
近
い
障
碍
者
や
難
病

を
抱
え
る
就
労
困
難
者
達
と
企
業
と
の
双
方
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
欠
か
さ
な
い
。
２
０
１
７
年
７
月
青
年

版
国
民
栄
誉
賞
（
日
本
青
年
会
議
所
主
催
）
と
言
わ

れ
る
人
間
力
大
賞
に
て
経
済
産
業
大
臣
奨
励
賞
と

全
国
知
事
会
会
長
奨
励
賞
を
受
賞
。 

講
演
の
初
め
、
開
口
一
番
、
「
ラ
イ
タ
ー
と
ス
ト

ロ
ー
の
共
通
点
は
？
」
で
始
ま
る
。
ラ
イ
タ
ー
は
片

手
し
か
使
え
な
い
障
碍
者
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た

道
具
で
、
ス
ト
ロ
ー
は
首
が
据
わ
ら
な
い
障
碍
者
が

ド
リ
ン
ク
を
飲
む
た
め
の
道
具
と
言
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ラ
イ
タ
ー
や
ス
ト
ロ
ー
を
見
て
白
い
杖

や
車
椅
子
の
よ
う
に
支
援
を
受
け
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
か
？
ラ
イ
タ
ー
や
ス
ト
ロ
ー
の
よ
う
に
当

た
り
前
に
、
ど
ん
な
人
だ
っ
て
働
け
る
世
の
中
に
し

た
い
と
思
っ
て
ま
す
。 

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
は
、
障
碍
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
言
葉
で
一
言

「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
後
押
し
を
す
る
こ
と
。
自
分
自

身
が
昔
言
っ
て
欲
し
か
っ
た
一
言
で
す
。 

 
 
 

「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
の
講
演
会
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

中
住
孝
典 

１１
月
２６
日
（
日
）
青
梅
市
役
所
で
青
梅
家
族
会
「
ほ

っ
と
ス
マ
イ
ル
」
主
催
の
「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
約
４０
名
で

西
多
摩
地
区
以
外
の
多
摩
地
区
（
狛
江
、
小
平
、
八
王

子
、
府
中
な
ど
）
の
家
族
会
の
方
々
も
参
加
し
て
く
だ

さ
り
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
講
師
は
日
本
で
こ

の
治
療
の
啓
発
・
普
及
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
板
橋
・

み
ど
り
の
杜
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
森
川
す
い
め
い
先
生
と

医
療
ス
タ
ッ
フ
（
看
護
師
と
Ｐ
Ｓ
Ｗ
）
３
名
の
方
に
よ

る
も
の
で
し
た
。 

「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
と
は
１
９
８
０
年
代
か

ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
西
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
に
あ
る
ケ
ロ

プ
ダ
ス
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
統
合
失
調
症
の
人
に

対
す
る
対
話
を
重
視
し
た
治
療
法
で
す
。
こ
の
治
療
的

取
り
組
み
は
「
開
か
れ
た
対
話
」
を
す
る
こ
と
で
そ
の

人
の
回
復
を
導
く
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
後
の
再
発

率
も
低
く
、
多
く
の
ケ
ー
ス
で
は
薬
物
療
法
は
用
い
ら

れ
な
い
し
、
も
し
く
は
最
低
限
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
特
徴
は
本
人
の
治
療
に

関
し
て
は
決
し
て
本
人
を
抜
き
に
し
て
治
療
を
進
め

ず
、
本
人
、
家
族
、
医
療
関
係
者
、
ま
た
は
本
人
の
支

援
に
必
要
な
関
係
者
が
本
人
が
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ

て
い
る
の
か
な
ど
を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
対
話
を
中

心
に
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
の
途
中

で
本
人
に
対
す
る
治
療
方
針
や
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

専
門
家
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
す
る
時
も
、
そ
の
場
面
を
本

人
に
見
せ
て
い
く
と
い
う
も
の
、
こ
れ
を
リ
フ
レ
ク
テ

イ
ン
グ
と
い
い
、
こ
れ
に
よ
り
本
人
は
自
分
を
客
観
視

で
き
る
よ
う
に
な
り
そ
の
よ
う
な
対
話
の
積
み
重
ね

が
回
復
に
つ
な
が
る
と
い
う
も
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
で

対
話
実
践
を
し
ま
し
た
が
少
々
わ
か
り
づ
ら
さ
も
あ

り
ま
し
た
。
何
度
か
実
践
学
習
を
積
む
必
要
が
あ
り
そ

う
で
す
。
私
た
ち
は
対
話
が
孤
立
し
た
精
神
状
態
の
安

定
や
病
気
の
回
復
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
を
日
常
的

な
関
わ
り
を
通
し
て
実
感
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
森
川
先
生
は
対
等
性
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

と
も
す
れ
ば
患
者
の
人
権
や
気
持
ち
が
軽
視
さ
れ
る

今
の
精
神
医
療
の
在
り
方
を
変
革
す
る
た
め
に
も
「
オ

ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
ま
た
は
「
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア

ロ
ー
グ
性
」
の
浸
透
に
家
族
会
も
協
力
し
て
い
き
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。 

３ 



 

東
京
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

都
連
副
会
長 

 
 

本
田 

道
子 

 
「
第
１
６
回
東
京
障
害
者
技
能
競
技
大
会
」 

と
い
い
来
年
の
２
月
１８
日
（
日
）
に
小
平
市
に
あ
る

「
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
」
で
実
施
さ
れ
ま
す
。 

① 

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
４
競
技
の
ワ
ー
プ
ロ 

② 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

③ 

計
算 

④ 

DTP 

⑤ 

オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト 

⑥ 

ビ
ル
ク
リ
ー
二
ン
グ 

⑦ 

喫
茶
サ
ー
ビ
ス
の
７
種
目
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
に
つ
い
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

よ
う
に
競
う
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
金
・
銀
・
銅
メ

ダ
ル
も
あ
り
金
メ
ダ
リ
ス
ト
は
全
国
大
会
へ
も
参

加
し
ま
す
。
来
年
は
沖
縄
で
す
。 

精
神
の
障
が
い
者
に
パ
ソ
コ
ン
の
競
技
は
向
い

て
い
そ
う
で
す
。
す
ぐ
に
就
労
に
は
結
び
つ
か
な
く

と
も
自
信
に
は
な
り
ま
す
。 

東
京
都
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
の
で
一
度

見
学
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。 

 

社
会
資
源
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
知
っ
て
お
く
こ

と
」
は
ム
ダ
に
は
な
ら
な
い
、
と
思
い
ま
す
。 

    

☆ 

賛 

助 

会 

費 

☆ 

林 

茂
樹
様 

 
 
 
 
 
    

 

２
０
０
０
円 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 ☆ 

講
演
会
の
お
知
ら
せ 

☆ 

☆
１
月
13
日(

土) 

イ
キ
イ
キ
働
く
当
事
者
た
ち  

講
師 

や
ど
か
り
の
里 

常
務
理
事 

増
田
一
世
氏  

会
場 

新
宿
区
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー   

主
催 

新
宿
フ
レ
ン
ズ 

☎03-3987
-9788

 
 
 

 

☆
１
月
１７
日
（
水
）
精
神
障
が
い
者
が
働
き
け

る
た
め
に 

～
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
～ 

（
予
約
不
要
） 

講
師 

障
が
い
者
就
業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

タ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
長 

野
路 

和
之
氏 

主
催 

わ
か
く
さ
家
族
の
会
☎090

-5422
-
094

2 

会
場 

八
王
子
市
ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル
１１
階 

              

 
 

 
 先

日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
折
、
精
神
科
医
が

聴
講
生
に
問
題
提
起
し
た
「
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ

イ
ジ
」
の
名
場
面
（
歩
け
な
い
、
歩
け
な
い
と
甘

え
る
ク
ラ
ラ
に
「
ク
ラ
ラ
の
馬
鹿
、
意
気
地
な

し
！
甘
え
ん
坊
！
足
は
ち
ゃ
ん
と
治
っ
て
い
る

わ
、
も
う
知
ら
な
い
！
」
と
怒
っ
て
一
人
で
駆
け

出
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
途
方
に
く
れ
て
一
人

残
さ
れ
た
ク
ラ
ラ
は
一
歩
ず
つ
歩
き
始
め
た
と

い
う
あ
ら
す
じ
）
、
ク
ラ
ラ
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
不
足

と
い
う
説
も
あ
る
が
最
近
は
幼
少
期
の
心
の
傷

が
原
因
の
転
換
性
障
害
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
が
現
在
、
家
族
会
で
相
談
を
担
当
し
て
い
る
相

談
者
の
多
く
が
抱
え
て
い
る
問
題
が
先
の
テ
ー
マ

と
類
似
し
て
い
る
。
相
談
者
は
自
身
の
悩
み
か
ら
対

立
往
生
し
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
。 

 

或
る
時
「
こ
う
い
う
境
遇
は
貴
女
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
、
我
々
も
事
情
は
違
っ
て
も
辛
い
過
去
を

背
負
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
貴
女
の
人
生

は
貴
女
の
も
の
、
尊
い
人
生
を
切
り
開
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
ね
」
と
愛
情
を
込
め
て
進
言
し
ま
し
た
。 

 

思
い
切
っ
て
相
談
者
に
言
い
切
っ
た
心
の
清
々

し
さ
、
そ
れ
こ
そ
知
識
で
は
な
く
体
が
教
え
て
く
れ

た
も
の
で
し
た
。
ク
ラ
ラ
に
対
し
て
と
っ
た
ハ
イ
ジ

の
対
応
は
、
そ
れ
こ
そ
傾
聴
だ
け
で
は
心
の
成
長
は

で
き
ま
せ
ん
と
い
う
見
本
で
す
。 

都
連
理
事 

小
澤 

輝
江 

 
   

４ 

東京つくし会のホームページをぜひ周知・

ご活用ください！活動や学習会の案内や家

族会紹介など、さまざまな情報をを掲載し

ています。 

またご覧になったご意見、ご感想をお待ち

しています。 

http://ttsukushi.sakura.ne.jp/ 
東京つくし会のホームページをぜひご活

用ください。家族会や関係団体の講演会の

お知らせやイベントなど掲載いたします

ので、ご連絡ください。 

またご覧になったご意見、ご感想をお待ち

しています。 

http://ttsukushi.sakura.ne.jp

/ 

 


